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最初の取り組み姿勢

•考えていたこと(目的)は・・・

関係者にも視覚障害についてしってもらう

医療情報提供の仕組みを考えたい

見えない・見えにくい人が必要
な支援を医療の人に伝えたい

適切な形での情報提供、配
慮をしてほしい



情報を集めようとしましたが・・・

我々は本屋に行けば、いいものかど
うかは別として例えば「がん」に関す
る情報はすぐに目に入ってきます。け
れども点字や音声では限られた情報し
かありませんでした。とくに一番知り
たい最新の情報は、ほぼ自分で確認す
ることができませんでした。

堺の前館長は視覚障害者でしたが、
がんを発症しました



見えない人が
「大きな病」になるということ

見えない状態で、大きな病になった場合

どのように情報を集めることができるでしょうか。

我々の調査によると、点字図書館登録している視覚障害者も登録していない
視覚障害者もテレビ・ラジオの利用は一般の人と同様に高い。また「人づ
て」の情報は、一般の人より特に高いが、点字図書館に登録してない視覚障
害者は、「友人・知人」の割合が低いというデータがでました。
一般に比べると書籍、ネット等の媒体は軒並み低く、点字図書館に登録して
ない視覚障害者は特に低いことが明らかとなっています。

けれども
視覚障害者にはいわゆる電子図書館「サピエ」があります。



どの程度の医療情報があるのか

 点訳

タイトル数 12969タイトル

例えば冊子の製作期間 3カ月

点図が入ると長くなります。

 音訳

タイトル数 10905タイトル

例えば冊子の製作期間 2カ月

20ページ カラー



たくさん、そして早く
情報提供できないのは・・・

→ 専門書は金額が高くなるため、各図書館で購入してということが
できにくい。

→ 専門書を読むことができるボランティアが多いわけではない。
→ 一般的な文学を製作するよりも時間がかかる。専門用語の読み方、
図の説明に時間がよりかかるため。

結果、完成時にはすでに古い情報となっているかも。



そこで国がんの提携し情報が足りない視覚障害者への情報提供

多媒体でより早い情報提供へ。

連携して発行する資料の
即時点訳化・音訳化

ホームページからの情報発信

サピエでは7年間でデイジー約7400件、
点字が約2100件利用された。



事業をやってよかったこと



がん検診の制度を、情報弱者の方へ伝える手段として、視覚・聴覚
障害者センターの協力いただき、がん検診制度案内の「点訳・音
訳」を作成。

啓発を行うツールとして、保健センター等で活用している。

堺市のがん検診情報の伝え方の工夫と
障害のある方への受診体制が整う

がん検診情報の伝え方
点訳の一例

ベルデさかいで、障害のある方が受診できる体制を整備 （※要予約）

がん検診の受診について

実施機関 受診できるがん検診

堺市立重症心身障害者（児）支援
センター ベルデさかい

・大腸がん
・子宮がん

・その他、各保健センター及び市内の医療機関で実施するがん検診も受診可能です。
事前にそれぞれの実施機関へお問い合わせください。
・「がん相談支援センター」でも検診の受診に関しての相談が出来ます。
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今まで目を向けていなかった資料、

情報提供の形が見えてきた

連携して発行する資料の即時点訳・音訳
今まで行っていなかった、
眼疾患の医療情報提供の実施



自らの気づきにつながる…

•今まで私たちが発信していた健康情報の媒体などに、配慮が足りな
かったことに気づいた。

•情報弱者に対して作成した媒体は、すべての市民にとって使いやす
いものになった。

•点字図書館として行っている情報提供に偏りがあることに気づいた。

•連携することで、より信頼性の高い媒体の作成ができた。

•医療に関する情報を、当事者目線・日常の場所で発信できるように
なった。

•医療・福祉・の強みを生かして、情報発信ができるようになった。

•気軽に相談して解決できる風土ができた。



新たな課題も

• 作成したものは本当にわかりやすいものか。読む資料と聞く資料で
何か違いはないのか。難しい漢字の組み合わせを音だけで想像をす
ることができるのか。単純に音にする、点字にするという当たり前
の先にある「伝える」「伝わる」という視点で考え始めた。

→本当にいいものでもわかりにくいとなってしまったら、今後活用
されなくなってしまう。

• 困ったときに(病気になったときに)資料がありますから、お使いく
ださいと看板を出していても伝わらない。普段から障害のある人が
利用できていて、それでこそ活用をしてもらえるとのでは感じてい
る。

→普段から情報を発信し、普段から活用できる体制を



ご清聴ありがとうございました。


